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間は 2008 年５月から 2009 年３月であった。
参加学生の学年構成・人数は，学部２年生９
人，3 年生８人，４年生 10 人，大学院生１人，
養護教諭特別別科学生６人の計 35 人であっ
た。 











































































































































































































































































































































化マップ作成ソフト MSOM を用いた。 
学生，大学・協力校教員の記述内容につい
て，MSOM で分析した結果をもとに頻度の
高い単語のまとまりを簡易なマップに配置
した。（それぞれの分析プロセス，及び作成
マップについてはプレゼンにて紹介する） 
 学生の記述内容については，次のような特
徴がみられる。（教員分は省略） 
・自分がどう児童の話を聞き，考えて説明す
るかといった補助活動。教師の指導や姿勢，
子どもの問題解決について。 
・子どもたちを観察，子どもたちへの接し方
とその感想。 
・教室全体や活動全体の感想や姿勢。 
 以上のように，学生は自分のとるべき補助
活動について，教師の姿勢や課題から考慮す
るといった記述を中心に，子どもの観察や接
し方とその感想，活動全体の感想といった記
述の特徴がみられる。 
６．まとめ 
本研究では，TA の活動を支援できる web
ノートの開発とともに，その評価から改善点
について検討することを目的とした。 
今回，授業補助や放課後学習に特化したサ
イトにすることにより，自主的な活用にもか
かわらず，web ノートへの書き込みの頻度は
高いものであったと思われる。また，web ノ
ートへの記述内容からは，学生のポートフォ
リオ的な活用が行われ，教員からのアドバイ
ス等についても，適切に機能していると考え
られた。さらに，この機能を高めるためには，
記述内容の少ない学生に対して，記述の観点
や記入例などを示していくことが考えられた。 
 サイトの改善点としては，記入内容の一覧
や出力などの工夫，各学生の時系列にそった
内容表示の工夫等があげられた。これらにつ
いては，今後，修正可能であり，改善を行う
ことによって，さらに効果的な web サイトに
なるものと思われる。 
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